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　　　　　　市　の　人　ロ

　　　　（平成3年11月１日現在）

世帯数　59,823世帯（前月比127世帯増）

人　口　　179,302人（前月比261人増)

　　男　88,862人

　　女　90,440 人

第20回　宇治市
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こ
の
道
一
筋
の
1
9
職
種
・
3
1
人
が
受
彰

1
1
月
2
3
日
勤
労
感
謝
の
日
、
市
民
会
館
で
表
彰
式

　
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
一
つ
の
仕
事
に
取
り
組
み

優
れ
た
技
能
で
他
の
模
範
と
な
る
三
十
一
人
の
皆
さ
ん
を
、

各
団
体
な
ど
か
ら
推
薦
し
て
い
た
だ
き
、
第
二
十
回
技
能

功
労
者
に
決
定
。
二
十
三
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、
市
民

会
館
（
宇
治
公
民
館
）
で
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

　
宇
治
市
技
熊
符
者
の
表
彰
制

度
は
、
長
年
一
つ
の
仕
事
に
携
わ

り
、
優
れ
た
技
能
を
有
す
る
人

の
功
労
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、

技
能
者
の
技
能
水
準
の
向
上
を
図

る
こ
と
公
日
的
に
し
て
い
康
司

　
対
象
と
な
る
の
は
、
▽
市
内
に

引
き
続
き
五
年
以
上
在
住
▽
市
内
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柳田　責一

a

の
事
業
所
に
引
き
続
き
五
年
以
上

従
事
▽
経
験
年
数
三
十
年
以
上
▽

満
六
十
歳
以
上
▽
小
規
模
事
業
所

に
従
事
し
て
い
る
な
ど
の
人
で
、

市
内
の
商
工
業
者
の
団
体
な
ど
か

ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
の
中
か
ら
、

選
考
委
員
会
で
審
議
し
て
決
定
さ

れ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
昭
和
四

十
七
年
に
始
ま
り
、
今
年
で
二
十

回
目
夕
迎
凡
ま
し
た
。
今
ま
で
の

表
彰
者
は
、
今
回
を
含
め
四
百
四

十
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
女
性

一
人
を
含
む
三
十
一
人
。
年
齢
は

六
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
で
、

経
験
年
数
は
平
均
四
十
二
年
。
い

ず
れ
も
努
力
と
研
究
心
で
技
能
を

前　　隆盛

:

９

西森　　勇

j？

吉田　秀男

ロ

北浦　荘蔵

e

北岡　義男

Ｇ
】
り
し

ｑ
統
９
二

北村　庄嗣

磨
い
て
来
ら
八
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
十
一
月
二
十
三
日

の
勤
労
感
謝
の
日
、
午
前
十
時
か

ら
、
市
民
会
館
（
宇
治
公
民
館
）
で

行
わ
れ
ま
す
。
当
日
、
会
場
で
は
、

奥
西
タ
キ
子
さ
ん
に
、
和
紙
豆
人

形
づ
く
り
の
技
能
か
疲
露
し
て
い

た
だ
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
受
賞
の
皆
さ
ん

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▽
柳
田
賓
一
（
お
ダ
木
幡
中
村
、

製
茶
職
四
十
二
年
。

▽
北
浦
荘
蔵
呈
）
＝
東
笠
取
平
出
、

製
茶
職
四
十
五
年
。

▽
北
岡
義
男
（
ｔ
一
了
伊
勢
田
町
大

谷
、
金
銀
紙
４
　
職
四
十
年
。

▽
前
隆
盛
（
ｔ
一
了
宇
治
蓮
華
、
建

築
手
伝
職
四
十
五
年
。

▽
堀
井
信
夫
（
き
Ｔ
宇
治
妙
楽
、

製
茶
職
五
十
四
年
。

▽
久
保
田
弘
（
交
Ｔ
小
倉
町
久
保
、

製
茶
職
四
十
一
年
。

吉田　友一

9
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外川　一成

り
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▽
林
忠
一
（
｛
六
Ｔ
伊
勢
田
町
井
尻
、

矢
製
造
職
四
十
年
。

▽
西
森
勇
（
六
六
Ｔ
小
倉
町
老
ノ
木
、

製
茶
職
四
十
八
年
。

▽
北
村
庄
嗣
（
奎
）
＝
白
川
川
上
り

谷
、
製
茶
職
四
十
八
年
。

▽
外
川
一
成
（
六
四
て
木
幡
北
山
畑
、

製
茶
職
三
十
九
年
。

▽
奥
西
タ
キ
子
（
六
四
丁
五
ケ
庄
三

番
割
、
人
形
製
作
職
三
十
年
。

▽
田
中
義
一
（
六
Ｅ
Ｔ
神
明
宮
北
、

建
具
職
四
十
四
年
。

▽
吉
田
秀
男
参
）
＝
神
明
宮
東
、

板
金
職
四
十
年
。

▽
下
岡
勇
（
蛮
）
＝
宇
治
又
振
、
左

官
職
四
十
七
年
。

▽
小
幡
義
一
（
六
二
）
＝
五
ケ
庄
大
林
、

洋
裁
職
四
十
一
年
。

▽
矢
谷
和
夫
（
杢
て
横
島
町
落
合
、

染
色
職
四
十
四
年
。

▽
吉
田
友
一
（
六
一
）
＝
菟
道
谷
下
り
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
職
三
十
七
年
。

▽
岡
本
健
三
（
六
一
）
＝
松
島
町
一
ノ

坪
、
製
茶
職
四
十
三
年
。

▽
中
野
信
夫
（
六
一
丁
菟
道
丸
山
、

田中　義一

ヰ

　
　
‐
‥
゛
　
　
　
　
　
男

９
ニ
鵡
響

小幡　義一

j

ﾉ

中野　信夫

で

矢谷　和夫
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　日7ム木下　iヨ,。

勝山　久男竹田　義雄関森　貞雄

小原　恒夫

り

＼

W･-　.-　・

小野　壹朗
製
茶
職
三
十
三
年
。

▽
木
下
昌
治
（
百
‥
‥
小
倉
町
久
保
、

製
茶
職
四
十
五
年
。

▽
佐
原
昭
三
（
六
一
丁
小
倉
町
西
山
、

製
茶
職
四
十
五
年
。

▽
東
冨
美
男
（
杏
丁
宇
治
妙
楽
、

理
容
職
四
十
六
年
。

▽
岩
本
被
芳
（
き
Ｔ
横
島
町
大
幡
、

大
工
職
四
十
五
年
。

▽
小
原
恒
夫
（
杏
）
＝
木
幡
赤
塚
、

表
具
職
三
十
五
年
。

▽
勝
山
久
男
（
包
）
＝
六
地
蔵
札
ノ

辻
、
電
気
工
事
職
四
十
一
年
。

▽
竹
田
義
雄
（
Ｓ
）
＝
宇
治
若
森
、

土
木
技
術
職
三
十
四
年
。

▽
関
森
貞
雄
（
さ
）
＝
広
野
町
丸
山
、

大
工
職
四
十
五
年
。

▽
小
賢
鮪
（
杏
）
＝
広
野
町
寺
山
、

屋
根
職
四
十
五
年
。

▽
中
川
三
郎
（
百
上
兎
道
池
山
、

岩
絵
具
製
造
職
三
十
九
年
。

▽
森
下
要
（
き
）
＝
宇
治
蔭
山
、
製

茶
職
四
十
五
年
。

▽
二
見
和
夫
言
～
伊
勢
田
町
大

谷
、
自
動
車
整
備
職
四
十
一
年
。

中川　三郎森下　　要
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二 見 　 和 夫

順

不

同

敬

称

略

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

平成4年1月1日号市政だより掲載の

さる年ファミリーを募集

　
「
眠
年
生
ま
れ
の
人
″
二
人
以
上

い
る
」
「
姓
や
名
に
’
猿
Ｉ
’
巾
‘
の
字

を
使
っ
て
い
る
」
「
猿
を
飼
っ
て
い
る
」

な
ど
、
「
さ
る
」
に
縁
の
あ
る
ご
家
族

は
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

　
広
報
課
で
は
、
巾
政
だ
よ
り
平
成

四
年
一
月
一
日
号
に
登
場
し
て
い
た

だ
く
、
「
さ
る
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
を

募
集
し
ま
す
。
「
我
が
家
こ
そ
は
」
と

い
う
、
明
る
く
ユ
ニ
ー
ク
な
ご
家
族

は
、
十
一
月
二
十
七
日
巾
ま
で

に
、
は
が
き
か
電
話
で
広
報
課

（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
．
内
線
２
２

い
″
）

８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(西宇冶高校正門西)／うさぎ堂(近鉄小倉駅前

1331

新
春
落
語

桂文珍

桂文珍
桂珍念
一般

2,500円

92　1/26(日)文

化センター大ホ

ール　午後1時
開演　全自由席

高 校 生

以 下 　 　

1,500円

　　　　　(当日各300円増)

問い合わせ　宇治市文化センター豊20-2111

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
　

テレビ広報　さわやか宇治

紫式部文学賞創設記念イベント

源氏ろまん‘91
12/1（日）午後8時から　ＫＢＳ京都ＵＨＦ34ｃ

ｈ

桂文珍独演会　　　11/26（火）
前売り開始　　

技能功労者が決まる

。＾ベン哺丿僕様はトＰ．’ＳＪ’ゴ㈹

Ｔ前10時～午後2時，ＮＨＫ衛

星第2放送の゛ＢＳ源氏物語ス

ペシャル。て哺放映します。
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ひ
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生
産
緑
地
制
度
と
晨
地
税
制

の
改
正
に
関
す
る
相
談
日

　
生
産
緑
地
制
度
と
農
地
税
制
の

改
正
に
つ
い
て
の
相
談
を
、
次
の

日
程
で
営
け
付
け
柔
す
。
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
▼
な
了
1
1
月
2
6
日
脚
～
2
8
日

㈹
、
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と

こ
ろ
・
：
宇
治
市
農
業
協
同
鰻
呆

店
―
階
会
議
室
▼
問
い
４
ａ
ｃ
ｔ
.
｡
｡
｡

都
市
計
画
課
（
内
線
３
５
５
）
か

農
林
茶
業
諜
（
内
線
２
８
９
）
ヘ

　
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
募
集

　
▼
職
種
・
応
募
資
格
・
：
○
学
校

給
食
調
理
員
Ｌ
ヌ
性
。
調
理
免
許

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
Ｏ
幼
稚
園

用
務
員
―
女
性
○
小
・
中
学
校
用

務
員
＝
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
▼
申

し
込
み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
受
は
っ
て

教
育
委
員
会
総
務
課
（
〒
印
宇
治

琵
琶
4
5
、
内
線
４
６
４
）
へ
郵
送

か
持
参
で
。

　
府
政
見
学
会

　
▼
と
き
…
1
2
月
５
日
内
午
前

　
第
1
2
回
人
形
劇

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
み
ん
な
で
つ
な
ご
う

　
　
　
　
手
と
手
を
ロ
‥
～

　
児
童
文
化
の
向
上
を
目
指
し
て

活
動
夕
続
け
て
い
る
市
内
の
人
形

劇
な
ど
の
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル
ー
プ

が
、
人
形
劇
や
影
絵
な
ど
、
日
常

活
動
の
成
果
を
発
表
し
禾
ｙ
。

　
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ

９
時
～
午
後
４
時
（
京
都
府
宇
治

総
合
庁
舎
集
合
・
解
散
Ｊ
▼
テ
ー

了
・
ふ
れ
あ
い
京
都
府
▼
見
学
先

…
府
庁
１
認
膠
抱
波
無
線
、

府
総
合
資
料
館
、
’
総
合
見
ぶ
市
会

館
▼
対
象
…
宇
治
市
・
妙
陽
市
・

久
御
山
町
在
住
の
人
ｙ
定
員
・
：
―

ｏ
叉
（
申
込
者
多
数
の
場
合
、

抽
選
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
2
5
日
囲
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
京
都
府
宇

治
地
方
振
興
局
総
務
課
（
〒

6
1
1
宇

治
若
森
７
－
６
）
へ
▼
問
い
合
わ

せ
・
：
同
課
（
e
2
1
・
2
1
0
1
）
へ

▼
持
ち
物
・
・
・
お
弁
当
、
お
茶
な
ど
。

　
１
日
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
治
（
至
芸

共
職
業
安
定
所
）
が
設
立
さ
れ
て

五
年
目
夕
迎
λ
、
城
南
パ
ー
ト
サ

テ
ラ
イ
ト
が
設
立
さ
れ
一
年
が
過

ざ
ま
し
た
。
こ
れ
夕
穏
に
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
零
右
広
く
知
っ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
、
職
業
相
談
や
宇

治
市
と
近
隣
市
町
の
求
人
情
報
の

展
示
な
芦
か
仔
う
こ
と
に
よ
っ
て

求
職
者
の
就
職
促
進
を
図
る
た
め

「
一
日
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
（
一
日
移

動
安
定
所
）
を
開
催
し
ま
ず
。

　
▼
と
き
・
・
・
ｎ
月
2
6
日
叫
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
イ

ズ
ミ
ヤ
㈱
大
久
保
店
▼
問
公
Ｂ

せ
・
・
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
治
（
豊
2
0
・

8
6
0
9
）
へ
。

　
毒
物
・
劇
物
の
取
り
扱
い

　
に
は
十
分
な
注
意
を

　
毒
物
・
劇
物
は
農
業
、
燃
料
、

洗
剤
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
・

こ
ろ
で
傅
ｐ
れ
て
い
求
ふ
、
取

り
扱
い
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要

で
す
。
京
都
府
で
は
、
十
一
月
を

　
「
毒
物
劇
物
危
害
防
止
月
間
」
と

定
め
て
い
未
丁
。
毒
物
・
劇
物
取

扱
者
の
皆
亭
必
茨
の
こ
と
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　
▼
盗
難
か
防
ぐ
た
め
、
か
ぎ
付

き
の
専
用
の
保
管
Ⅲ
で
保
管
を
▼

容
器
・
貯
蔵
場
所
に
は
「
医
薬
用

外
毒
物
」
「
医
薬
用
外
劇
物
」
と

正
し
く
表
示
を
▼
誤
飲
防
止
の
た

め
、
飲
食
物
用
の
容
器
は
使
用
し

な
い
こ
と
▼
廃
棄
は
決
め
ら
れ
た

方
法
で
。
不
法
に
投
棄
し
な
い
こ

と
▼
震
災
対
策
夕
行
い
、
保
管
庫

の
転
倒
に
よ
る
毒
物
・
劇
物
の
飛

散
か
防
止
す
る
こ
と
。

　
巨
椋
池

　
親
子
た
こ
上
げ
大
会

　
▼
と
き
・
：
１
月
１
９
一
日
聞
、
午
前

９
時
半
～
午
後
Ｌ
時
▼
と
こ
ろ
…

小
倉
町
新
田
島
（
西
宇
治
運
動
公

訟
旨
せ
・
：
中
央
公
民
館
（
豊
2
0
・

1
4
1
1
）
へ
Ｏ

子
供
た
ち
も
大
Ｓ
ぴ
。
盛
り
上
が

っ
た
昨
年
の
『
＼
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

園
北
側
）
▼
内
容
人
６
地
の
た

こ
（
当
日
配
布
）
に
自
分
で
絵
を

描
い
て
の
た
こ
上
げ
ｏ
棋
局
農
業

青
年
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
大
た
こ
上

げ
ｏ
地
元
産
米
の
お
に
ぎ
り
配
布

○
地
場
野
菜
の
即
売
ほ
か
▼
対
象

・
・
・
市
内
在
住
の
幼
稚
園
児
よ
学

生
と
そ
の
親
▼
定
員
・
・
・
子
供
１
０

叉
ま
で
（
５
募
者
多
数
の
場
合

抽
選
）
▼
持
ち
物
・
・
・
ク
レ
ヨ
ン
。

マ
ジ
″
ク
ペ
ン
な
ど
▼
参
加
費
…

２
０
０
円
▼
申
し
込
み
・
：
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
参
加
す
る
子
供

の
名
前
・
年
齢
を
記
入
し
、
1
1
月

習
苗
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

に
宇
治
市
農
業
協
同
組
合
棋
島
支

店
（
〒

6
1
1
横
島
町
大
幡
2
6
）
へ
▼
問

い
合
わ
せ
…
同
支
店
（
き
2
3
・
3
0

0
7
）
へ
▼
主
催
・
：
同
ク
ラ
ブ
。

　
体
力
テ
ス
ト
判
定
員

　
養
成
講
習
会

　
剛
日
本
体
育
協
会
の
公
認
体
力

テ
ス
ト
判
定
員
養
成
の
た
め
の
講

習
会
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
８
日
面
、
午
前

９
時
半
～
午
後
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・

黄
聚
体
育
館
▼
対
象
・
：
ス
ポ
ー
ツ

団
体
の
指
導
者
、
体
育
指
導
委
員
、

学
校
教
職
員
、
そ
の
他
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
に
拷
９
？
ハ
、
事
業
所
の

福
利
厚
生
担
当
者
な
ど
▼
定
員
・
・
・

先
着
4
0
人
▼
内
容
・
・
・
講
義
、
実
技
、

筆
記
テ
ス
ト
な
ど
▼
参
加
費
・
・
・
テ

　
郷
土
史
講
座

　
～
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

　
つ
な
が
る
歴
史
と
文
化
～

　
多
く
の
史
跡
が
残
る
宇
治
。
現

在
の
私
た
ち
の
暮
ら
Ｉ
に
七
、
そ
の

歴
史
と
文
化
の
積
み
重
ね
の
上
に

あ
り
求
ｙ
。
今
一
度
、
宇
治
の
歴

史
と
文
化
を
振
り
返
り
、
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
の
と
お

り
。
い
ず
れ
も
午
後
(
M
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
▼
講
師

・
・
・
京
都
府
文
化
財
保
護
指
導
委
員
・

若
原
英
冬
’
ん
▼
対
象
・
・
・
市
内
在

　
人
権
週
間
記
念
調
演
会
　
　
同
和
対
策
課
　
内
線
3
0
3

講
演
「
心
の
壁
」
制
作
に
あ
た
っ
て

　
　
～
啓
発
映
画
の
訴
え
る
も
の
と
そ
の
活
か
し
方
～
・

　
　
　
　
大
津
一
廓
～
（
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
）

映
画
「
心
の
壁
」

　
・
1
1
月
2
7
日
午
後
１
時
半
～
4
時
半
　
入
場
無
料

　
・
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
　
　
　

住
の
人
▼
定
員
・
・
・
先
着
印
人
▼
申

し
込
み
・
：
同
館
（
豊
2
2
・
4
6
8

7
）
へ
電
話
か
来
館
で
。

郷土史講座の日程・内容

回 月日 内　　　　容

１ ll/29(*)
開講式
宇治川の自然と古代の宇治

２ 12/5宙 王朝から中世へ

３ 12/13(4)近世の宇治川と暮らし

４ 12/20(包現代への道程

無入
料場

ち
物
・
：
母
子
手
帳
と
歯
ブ
ラ
シ
▼

申
し
込
み
・
：
宇
治
保
健
所
（
豊
2
1
・

2
1
9
1
）
へ
電
話
で
。

　
講
演
会
「
心
’
と
体
の

お買い物のめやす

消費者物価20（11月分）

お買い物のめやす

消費者物価20（8月分）

お買い物のめやす

消費者物価20（8月分）
　この公表価格は、11月初めに実施した消費生活モ

ニター店頭価格調査に基づくものです｡(自治振興課)

品　目 規　　　格 詔
価m状況

総 最低(its>m月比 )揺比

灯　　油
18t店頭

　円984 2.5°　　％▲14.9 　　円1.133 　　円860

181配達 1,078 3.2▲10.2 1.308≫29

ガソリン
レギュラー1 HJi金
売り 126 ０▲10.6 134 117

テｆッシュ

　ペー/{－ ■lOO枚人1箱(ｸllﾈｯｸｽ･スコッテｎ 132 5.6▲3.6 163 93
台所用

　　ラップ サランラップ
30c"X20m 224 4.2 1.8 258 132

アルミ
　　ホイル 25t≫X8 m 151 ０▲9.0 194 100‘

シャンプー
液体ポリ容器220cc

花f;エッセンシャル
コンティｙｌニングタイブ 298 ０▲0.3 300 297

it濯用
　粉石けん 2･.4kg 814▲0.1 1.6 979 618

キ　　肉
すき娩き用
中ff.度100g 375A 4.6 A 13.0 472 245

塩sけ 切りifloog 296▲3.6▲4.2 433 164

バレイショ 男爵100g 26▲7.1A 7.1 49 15

キャベツ中Ｅ約lkg 281 24.3▲4.4 412 149

鶏　　卵
Ｍサイズパ･フク人り
10個 206 13.8▲2.8 .245 142

ft川油 Hisサラダiiti
ポリ容器100g 540 1.7 8.2 7ia 348

しよう油キッコーマンmil
ポリ容器人'川ぞ 272▲4.9▲2.9 338 183

砂　　糖i-.riug 225▲2.2▲5.9 290 173

小麦粉
nijs小麦粉フラワー

Ufi (i≫力粉) 194 1.6▲1.5 245 132
インスタント
　　コーヒう ネスカフェエクセラ

瓶入り200g 1,047▲4.4 21.71.182 718

み．　そタヶヤミソlkf 383▲5.0 4.9 512 245

食'-･ン if通i',1斤(スライスしtzもの) 167▲3.5▲1.8 206 122

洗i≪代 ワイシャツ
自の長そで 192 ０ 6.7 250 145

○いずれも消費fit込み　　　　　　　　　　　　　▲印は減

や
）
▼
内
容
・
・
・
お
は
な
し
、
読
み

聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象
・
・
ｉ
歳

～
小
学
校
低
学
年
（
入
場
は
子
供

が
ほ
）
▼
参
加
費
…
無
料
▼
問
い

合
わ
せ
・
・
・
同
喬
（
豊
2
0
・
1
5
1

1
）
へ
。

　
茶
の
作
法
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
２
日
側
・
９
日

間
・
1
6
日
間
、
午
前
1
0
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
勤
労
者
福
祉
会

館
（
２
日
、
９
日
）
と
市
営
茶
室
対

鳳
庵
（
1
6
日
）
▼
受
講
料
…
1
5
0

0
円
（
抹
茶
、
茶
菓
子
代
な
ど
）
▼

定
員
・
：
先
着
3
　
0
人
▼
講
師
・
・
・
・
伊
藤

宗
恂
章
ん
▼
持
ち
物
・
・
・
懐
紙
、
扇

子
▼
申
し
込
み
・
・
・
3
0
日
團
ま
で
に

同
心
一
館
（
昔
4
6
・
0
7
8
）
へ
。

　
児
童
手
当
制
度
が
、
平
成
四

年
一
月
一
日
か
ら
改
正
会
笛

す
。

　
現
制
度
で
は
小
学
校
入
学
前

の
第
二
子
以
降
の
児
童
が
対
象

で
す
が
、
新
し
い
制
度
で
は
第

一
子
も
対
象
と
な
り
未
了
。
た

だ
し
、
こ
れ
は
「
平
成
＝
一
年
一

月
二
日
以
降
出
生
の
第
一
子
」

に
限
ら
れ
ま
ｙ
。
該
当
す
る
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
は
、
四

年
一
月
三
十
一
日
宙
ま
で
に
、

福
祉
年
金
課
母
子
児
竜
福
祉
係

　
（
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
）
で

　
ｏ
　
Ａ
　
講
　
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
左
表
の
講
座
を
開
き
毒
ｙ
。

申
し
込
み
・
問
い
角
石
せ
は
同
セ

ン
タ
ー
（
雲
4
6
・
ｏ
６
ａ
）
へ
。

ＯＡ講座の日程・内容

講座名 期間 曜日・時間
回数

(回)

定員

(人)
受講料
　(円)

ンｊ

１

心

ワープロ（初級） 12広 月･火
木･金

9:30~
　15:30 ７ 12 10.000

ワープロ（中級） 12悦 月･木 18:30～
　21:00 ８ 10 10.400

パソコン(CANDY4) 12宍 火･金 18:30～
　21:00 ６ 10 -7.800

パソコン(MS-DOS) 12他 月･木 18:30～
　21:00 ６ 20 7.800

認
謳
采
の
手
続
き
を
。
手
続

き
に
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
の
預
金
通
帳
（
手
当
は
銀

行
な
ど
〈
郵
便
局
は
除
く
〉
の

預
金
［
錨
に
振
り
込
み
ま
す
］

と
認
め
印
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
二
年
中
の
所

得
額
に
よ
っ
て
は
認
定
さ
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
未
了
。
詳
し
ぐ

は
同
係
（
内
線
３
３
６
、
５
１

０
）
へ
。

。
な
お
、
既
に
児
竜
手
碧
妾

け
て
い
る
人
は
、
新
た
に
手
続

ごみの正しい出し方

ごみの出し方にもルールかあります

　皆さんのご協力をお願いします。

　　清掃事務所（内線316～318）

①
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て

　
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う

②
決
め
呉
れ
た
日
に
、
決
め
ら

　
れ
た
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う

里
屏
の
生
ご
み
は
、
水
分
を

　
よ
く
切
っ
て
か
ら
出
し
ま
し

④
ス
プ
レ
ー
缶
類
は
、
中
の
ガ

　
ス
奮
九
全
に
抜
き
、
く
ぎ
か

　
缶
切
り
で
穴
欠
５
　
て
、
燃

　
え
な
い
ご
み
の
日
に
出
し
て

　
く
だ
さ
い

⑤
家
庭
で
汚
辿
の
刈
り
込
み

　
な
ど
を
し
た
際
に
出
た
木
の

　
枝
は
、
左
図
の
ぶ
つ
に
ひ
も

　
で
東
ね
て
．
燃
え
る
ご
み
の

　
日
に
、
１
回
に
２
～
３
東
ず

　
つ
出
し
て
ぐ
だ
さ
い

― V

?でニペ撃司寥｀
←6Ocml.'XT→

星でず

⑥
ご
み
の
集
積
所
は
い
つ
も
清

　
潔
に
。
ま
ぺ
集
積
所
の
前

　
で
の
孤
愁
駐
車
は
や
め
ま
し

⑦
捨
て
る
前
に
も
う
一
度
「
ご

　
み
」
か
「
資
源
」
か
を
考
え

　
ま
し
ょ
う

1332

０　　いU:

汗

拡

と
出
演
団
体
・
：
○
文
化
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル
ー
ね
こ
じ
や
影
し
、
小

倉
零
れ
大
形
劇
団
、
・
Ｚ
回
″

シ
ュ
（
以
上
、
人
形
劇
）
、
渦
（
和

太
鼓
）
○
中
央
公
民
館
展
示
集
会

室
―
と
ら
ご
ろ
つ
（
人
形
劇
）
、

じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
（
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
）
、
夢
ふ
う
せ
ん
（
影
絵
）
▼

入
場
・
：
無
料
。
直
接
会
場
へ
（
た

だ
し
、
入
場
者
が
多
数
の
場
合
、

入
場
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）
▼
問

交
通
災
害
共
済
火
災
共
済
　
　
　
　

交
通
対
策
課
（
内
線
2
7
8
）

1
1
月
3
0
日
（
土
）
ま
で
予
約
加

入
受
け
付
け

お
知

ら
せ公

民
館

ス
ポ

ー
ツ

胃がん検診実施中

申し込み･問い合わせ

高齢者福祉課健康管理係

　　　　(内線360.505)

１人目の子供から支給されます

児童手当制度の改正

学
ぶ

健
康

キ
ス
ト
代
＝
８
０
０
円
、
認
定
料

＝
1
0
0
0
円
▼
申
し
込
み
・
問

い
４
[
ｊ
Ｃ
ｆ
ｅ
ｉ
.
｡
.
c
o
日
㈹
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
に
参
加
費
か
添
え
て
市

民
体
育
課
（
内
線
ｔ
７
８
）
へ
。

　
４

１
Ｕ

　
歯
　
の
　
教
　
室

　
▼
と
き
・
・
・
Ｕ
昼
百
困
、
午
後

Ｌ
時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保

健
所
▼
対
象
･
･
■
ｃ
v
≪
Ｓ
ａ
)
>
Ｖ
の
親

▼
内
容
・
・
・
保
健
婦
・
栄
養
士
・
歯
科

医
師
の
話
、
検
診
、
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
歯
の
磨
童
″
指
導
▼
定
員
…

先
着
3
0
人
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
持

図
書

館
治
公
民
館
▼
内
容
・
：
午
前
の
部

（
午
前
o
時
～
）
＝
『
孟
緊
取
り

今
４
鏡
と
家
庭
の
役
割
』
宇
治

少
年
院
院
長
・
関
酉
否
応
、
午
後

の
部
（
午
後
Ｌ
時
１
Ｔ
「
高
脂
血

症
の
食
事
療
法
」
国
立
療
養
所
南

京
都
病
院
栄
養
室
長
・
吉
田
龍
平

”
ん
▼
参
加
・
：
無
料
。
直
接
会
場

へ
（
午
前
・
午
後
だ
び
も
可
。
昼
食

は
各
自
で
）
▼
問
い
命
石
せ
…
保

健
予
防
課
（
内
線
３
１
２
）
へ
▼
主

催
・
：
京
都
府
看
護
協
会
山
城
地
区
。

　
１

１
．

1
　 1

1

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
唇
歯
、
午
後

３
時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
集
会
室
（
お
は
な
し
の
へ
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